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I Fa-1　　　　 天然染料（ コチニール）のソルバト クロミ ズム

○蔵田厚津子　藤居波理子　角田光雄

（ 東京家政学院大）

【 目的】天然染料中、動物染料の代表といえるコチニールは、一般に桜色、桃色、真赤、

赤紫などの赤色系を発色する染料として知ら れているが、当研究室でこ れまで得ら れてき

た青紫系の色相は、コチニール染色の多彩な可能性を示すも のであった。本研究では、コ

チニ ールの色素であるアント ラキノン類のカルミン酸と使用水中の金属イオン、更に添加

助剤の相互作用が発色に及ぼす影響について、吸収スペクト ルを電子の遷移から検討する。

【 方法】〈 染色液の抽出法〉すりつぶし たコチニール2.0g に水1 リット ルを加えて加熱し、

40分間煮沸抽出をする。抽出液を布で漉し 、メスアップし抽出原液（ コチニールI0%o  w

f ）とする。カルミン酸は、10%o  wf の溶液とする。溶液、抽出液の調製は①無添加②

炭酸ナトリ ウム添加（ 抽出原液の0.3％）③氷酢酸添加（ 抽出原液の0.3％）④炭酸ナト リ

ウム十氷酢酸添加の4 種類とする。又、キノン構造の吸収スペクト ルの比較を行った。

【 結果】カルミン酸溶液において、用いたイオン交換水はp H5.89 一方、市水はp H7.57

であった。塩基性である市水に溶解し た場合の吸収スペクト ルは長波長側にシフトしてい

る。添加助剤別では酸性になるとスペクト ルの吸収の位置は短波長側にシフト する傾向が

見られる。炭酸ナトリウムを添加すると液はアルカリ 性になりそれぞれの吸収スペクト ル

の位置は長波長側にシフト する。又、キノン構造の比較においてｐ －ベンゾキノン の242n

m付近に１ つの大きな吸収が見られ、a  －ナフト キノンには246nd こ大きな吸収と322nm 付近

に幅広い吸収がある。アントラキノンには277nmi: 326nmf寸近に2 つの吸収がある。

1 Fa-2　　　　くちなしによる絹の雑

○道明美保子* 清水慶昭” 木村光雄”＊

（＊滋賀県立大人間文化、ｓ＊滋賀県立大工≫ 三重大教育）

【目的】　今日では染料は合成染料が一般的になってきているが、天然染料のもつ微妙な

色合いの美しさは人工合成品では表現できないものがあり、現在も工芸染色用として根強

い需要がある。しかし、それらの染着の機構の詳細についてはほとんど解明さ れていない。
そこで、本報では天然染料“くちなじ を用い、含まれる色素の分離・同定と、色素の安

定性、絹に対する染着挙動と媒染の効果を調べた。
【方法】　天然色素の同定は前報1）と同様に、薄層クロマトグラフィーによる方法と、吸

収スペクトルの測定より行った。色素の安定性については、抽出後のろ液を一定時間放置

したときの吸収スペクトルの形と最大吸収波長における吸光度の変化、さらに色素のPH 、

および温度による影響も吸光度の変化から検討した。また、絹に対するpH4 および７に
おける染色速度曲線や吸着等温線により染着挙動を検討し、アルミニウ ム先媒染の効果に

ついても検討した。
【結果】　くちなし色素は放置時間の経過と共に変化し、染浴温度が高い程変化が大きい

が、吸収スペクトルの形の変化は殆どなかった。また、絹のp  H4 および7 、35 °Cでの染

色では48hrでほぼ平衡に達し、p  H  7 よりp  H4 の方が染着量が多かっ た。等温吸着平衡

の検討から平衡吸 着量は温度が高い程小さかった。先媒染絹の染色の結果と未媒染絹のそ

れとの比較から、くちなし色素のアルミニウムとの錯体形成は強くないと推定された。

1）道明ら：日本家政学会第48回大会研究発表要旨集,  207  （1996)

179


